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大きく異なることを見出した。低沸点溶媒である 2-ブタノンでは固体析出が約 11ms であ
るが、最も沸点の高いm-キシレンでは 41msで析出が進行する。またm-キシレンでは、ホ
スト材料が偏析する挙動も観測されており、これらが有機 EL素子の特性を決定していると
推測している。 
以上、本申請論文研究では有機ＥＬ素子の発光特性に及ぼす新規ホスト材料、分子運動
特性、塗布膜作成過程についての基礎的な検討をもとに、塗布型有機ＥＬデバイスを実際
に作成し最高の発光特性を示すデバイス作成に成功した。 
 
